
 

 

 

 

プール及び野外活動施設等の見直しの取り組み状況（中間報告）について 

 

本市では、平成 24 年８月に策定した「プール及び野外活動施設等の見直しに係る基本的な考え方※」

（以下、「基本的な考え方」と言う。）に基づき、本市が保有するプール及び野外活動施設等の見直しを

進めています。そこで、所管施設における、25 年度までに行った見直しや利用促進等の取り組み、利

用状況、26年度に予定している取り組みを御報告します。 

 

※平成22年度の「横浜市事業評価会議」及び23年度の「横浜市公共施設のあり方検討委員会」で、

本市が所有するプール及び野外活動施設等の効率的、効果的な運営及び施設のあり方についてご提

案をいただきました。この提案を踏まえ、市民や市会の皆さまからもご意見をいただきながら、24

年８月に「プール及び野外活動施設等の見直しに係る基本的な考え方」を策定しました。 

 

１ 対象施設 

※学校プールは、学校の統廃合等により、26年４月現在、504か所となっています。 

 

２ 「基本的な考え方」 

（１）「総論」 

ア 安全性の問題がある施設等を除き、利用促進策として、施設の周知（ＰＲ）や魅力づくりなどを

行います。また、経営改善策として、利用料金の改定の検討やコスト削減などを行います。 

イ アを行った上でなお改善が見込めない施設については、施設の集約化、廃止など施設の選択と集

中を図ります。なお、個々の施設の存廃については、施設ごとに具体策を決定します。 

ウ 施設の選択と集中にあたっては、施設の設置の経緯、利用状況、施設配置、コスト、安全性等を

踏まえ、方針を決定します。ただし、施設の状況によっては、民間活用の可能性を検討した上で、

方針を決定します。また、利用状況やコスト状況などの情報を積極的に発信します。 

エ 施設の選択と集中にあたっては、利用者や地域の方の意見や消防水利等防災上の位置づけを踏ま

えつつ、利用者に配慮した代替策や跡地利用策などを検討します。 

オ 施設の集約化や廃止の時期は、施設の老朽度や利用状況等を踏まえ、決定します。なお、決定に

あたっては、利用者に配慮した時期となるよう検討します。 

 

（２）施設分類ごとの「見直しの考え方」 ※所管施設の該当部分を抜粋 

施設分類 見直しの考え方 

青少年野外活動 

センター【市内】 

三ツ沢公園 

こども自然公園 

くろがね 

(ア)利用促進を図った上で、平成26年度末までに適正な施設規模を検討します。 

(イ)平成 26 年度末までに利用改善及び経営改善が図られない場合は、施設の集約化を

実施します。 

(ウ)施設の集約化を実施する場合は、利用者に配慮して、青少年の健全育成の機会が

なくならないよう、代替策や跡地利用策を検討の上、集約化を実施します。 

青少年野外活動セン

ター【市外】 

（道志） 

 

(ア)道志村との交流を推進するとともに、道志村の意見も踏まえながら、キャンプ場

は、機能の変更、廃止を含めて平成24年度末までに検討します。 

(イ)施設を廃止する場合は、利用者に配慮して、青少年の健全育成の機会がなくなら

ないよう市内青少年が道志村の民間キャンプ場を利用する場合の優待利用の実施

など、代替策を検討の上、実施します。 

(ウ)スポーツ広場は、道志村による有効活用について検討します。 

市内プール 

【屋内】余熱プール等（都筑、旭、ﾘﾈﾂ金沢、ふれーゆ）、旧余熱プール（港南、栄、 

保土ケ谷）、その他屋内プール（西ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ、清水ケ丘、日産ｳｫｰﾀｰﾊﾟｰｸ、横浜国際） 

【屋外】公園プール(28 か所)、その他屋外プール（本牧市民、横浜ﾌﾟｰﾙｾﾝﾀｰ）、学校プ

ール(510か所) 

野外活動 

施設等 

野島青少年研修センター、青少年野外活動センター（三ツ沢公園、こども自然公園、く

ろがね、道志）、上郷・森の家、少年自然の家（赤城林間学園、南伊豆臨海学園） 

平 成 2 6 年 ５ 月 2 6 日

こども青少年・教育委員会資料

こ ど も 青 少 年 局



 

 

３ 25年度までに所管施設で行った取り組み  

 

 施設分類 25年度までに行った取り組み 

青少年野外活動 

センター【市内】 

三ツ沢公園 

こども自然公園 

くろがね 

 

【利用促進・経営改善】 

・本市野外活動施設をＰＲするチラシ「野外活動施設のご案内」を作成し（150,000

枚）、市立小学校の１～３年生の全児童や関係団体等へ配布。 

・広報よこはま、自施設のホームページ等を活用したＰＲ活動。 

・抽選会の申込みを電話、ＦＡＸ、インターネットで受付可能とするなど、利用申請手

続きを簡素化。 

青少年野外活動セ

ンター【市外】 

（道志） 

 

【施設の方針】 

・24年度末にキャンプ場を廃止。 

・施設の廃止に伴い、25年度から代替策(村内キャンプ場の市民優待サービス)を開始。

・スポーツ広場の建物は、道志村に無償譲渡。 

 

４ 25年度の所管施設の利用状況  

 積極的な施設ＰＲや利用申請手続きの簡素化など、利用促進や経営改善等に取り組んだ結果、24年

度と比較し、全ての施設において利用者増となっており、対前年比で、三ツ沢公園青少年野外活動セン

ターについては814人、こども自然公園青少年野外活動センターについては320人、くろがね青少年野

外活動センターについては、1,426人の増となっています。 

 また、「基本的な考え方」の施設分類ごとの「見直しの考え方」において対象施設となってはいませ

んが、野島青少年研修センターの利用者数については、対前年比で2,477人の増となっています。 

 その他、道志青少年野外活動センター廃止に伴い、代替策として道志村内キャンプ場の利用料を助成

する市民優待サービスを実施し、延べで9,572人の利用がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 26年度に所管施設で予定している取り組み 

パンフレットやチラシの配布、広報よこはまへの記事掲載による施設の周知、25 年度に実施した指

定管理者第三者評価を踏まえた、より効果的なイベント・プログラムの実施等、26 年度も引き続き、

横断的な広報活動や効率的な運営など施設の利用促進、経営改善にしっかり取り組みます。 

 

※ 今後のスケジュール 

 26 年度に利用促進、経営改善に十分取り組んだ後、27 年第２回定例会にて、改めて取り組み内容や

各施設の利用状況等を御報告するとともに、あわせて、各施設の方針の方向性をお示しします。 
 

（単位：人）

Ｈ24/Ｈ25

増減数

H19 53,464 48,876 47,499 18,580 41,031 43,508 2,477 被災者受け入れのための営業休止期間あり（H23）

積極的な施設ＰＲによる増

H21 26,852 26,852 22,094 17,047 22,163 22,977 814 積極的な施設ＰＲや利用申請の簡素化等による増

H25 30,920 30,809 29,265 24,161 30,600 30,920 320 積極的な施設ＰＲや利用申請の簡素化等による増

H21 21,348 21,348 18,971 16,594 17,669 19,095 1,426 積極的な施設ＰＲや利用申請の簡素化等による増

実績
備考

H21 H22 H23

野島青少年研修センター

三ツ沢公園

こども自然公園

くろがね

H24 H25
施設名

ピーク時

年度 利用者数











（単位：人）

Ｈ24/Ｈ25

増減数

金沢区 H19 53,464 48,876 47,499 18,580 41,031 43,508 2,477
被災者受け入れのための営業休止期間あり（H23）
積極的な施設ＰＲによる増

神奈川区 H21 26,852 26,852 22,094 17,047 22,163 22,977 814 積極的な施設ＰＲや利用申請の簡素化等による増

旭区 H25 30,920 30,809 29,265 24,161 30,600 30,920 320 積極的な施設ＰＲや利用申請の簡素化等による増

青葉区 H21 21,348 21,348 18,971 16,594 17,669 19,095 1,426 積極的な施設ＰＲや利用申請の簡素化等による増

山梨県道志村 - - 8,716 8,050 7,221 6,674

キャンプ場 H18 4,585 4,442 4,415 3,795 4,009

スポーツ広場 H20 5,957 4,274 3,635 3,426 2,665

栄区 H19 123,011 108,711 97,667 107,507 101,907 101,479 ▲ 428

群馬県昭和村 - - 38,571 39,319 34,331 40,331 40,630 299 学校利用等の増

学園 H1 40,069 37,897 38,770 33,540 39,513 39,818 305

キャンプ場 S51 19,918 674 549 791 818 812 ▲ 6

静岡県南伊豆町 H22 31,841 30,309 31,841 30,772 16,197 14,935 ▲ 1,262 学校利用等の減

314,192 294,706 256,213 276,572 273,544 ▲ 3,028

※実績は、宿泊者数と日帰り利用者数の合計です。宿泊者数は述べ人数で計算しています。

※ピーク時の利用者数は、把握できる範囲での数値を採用しています。

実績
備考

上郷･森の家

赤城林間学園

H21 H22 H23

計

野島青少年研修センター

三ツ沢公園

こども自然公園

くろがね

道志

南伊豆臨海学園

H24 H25

【野外活動施設等】施設別年間利用者数の推移（平成21年度～平成25年度）

施設名 所在地
ピーク時

年度 利用者数

資料３


